
 

●知的障がい児・者の作業・就労⽀援： 
知識技能に加えて、社会⽣活に必要な「実践的な態度」
の獲得が求められる 
 
●「職業教育における態度の６領域」（菅野，2015）： 
⽀援対象者の実状に応じた段階的な⽀援の実践に有⽤ 
➡「働く態度のチェックリスト」の作成に向けて、139
項⽬から成る項⽬案を作成し、妥当性を検証する 

●調査⽅法： 
「働く態度のチェックリスト」の項⽬案を配布し、特別⽀援学校、就労継続⽀援事業所、就労移⾏⽀援事業所、特例

⼦会社に所属する知的障がい児・者（223 名）の「働く態度」の獲得状況について回答してもらう 
●分析⽅法： 
対象者の態度の獲得状況（⾏動の定着度）によって、1〜5 点に得点化 
⑴各領域及び各項⽬の平均得点を算出・⽐較（＝項⽬内容の難易度を検討） 
⑵各項⽬間の相関係数を算出（＝項⽬内容の重複関係を検討） 
➡以上の分析から「働く態度のチェックリスト」の項⽬を再構成 

領域別平均得点 
 

項⽬間の相関 
 

●平均得点の⽐較： 
・領域別：「柔軟性・多様性」「協調・協⼒」の２領域の項⽬内容の修正が必要 
・項⽬別：難易度によって項⽬の領域配置の再検討が必要 
●項⽬間の相関： 
・「⾮常に⾼い相関（相関係数 0.8 以上）」が⾒られた項⽬は内容が重複している可能
性があるため、検討が必要。 
➡以上の検討から、「働く態度のチェックリスト」（42 項⽬）を再構成 


